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	応用
	抗原情報
	背景
	クローディンファミリーは23種類の膜タンパク質から構成され、その発現は組織の種類によって異なり、上皮バリアの強度と特性の両方を決定づける可能性がある。クローディンタンパク質の発現パターンの変化は、いくつかの種類の癌と関連している。クローディン-1は主にケラチノサイトと正常乳腺上皮細胞で発現しているが、乳癌および乳癌細胞株では発現が欠如しているか、または減少している。
	研究分野
	細胞生物学
	画像データ
	

	Claudin 1 抗体を使用した Hela 溶解物中の Claudin 1 のウェスタン ブロット分析。
	

	クローディン1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用しました。右側はブロッキングペプチドを添加したサンプルです。
	

	Claudin 1抗体を用いたHeLa細胞ライセート中のClaudin 1のウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Claudin 1 抗体を使用した、パラフィン包埋マウス結腸組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温 Tris-EDTA pH 9.0 を使用しました。
	

	Claudin 1 抗体を使用した、パラフィン包埋マウス結腸組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温 Tris-EDTA pH 9.0 を使用しました。

